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「一万時間の法則」 

                              校長 馬込 昇   

 今月行われました地区総体において、生徒たちはそれぞれの成果を残すことができました。県大会に出場する

選手の皆さんには、熱中症等に気をつけながら目指す目標に向けて頑張ってほしいと思います。また、新たなこ

とに挑戦を始めたり、これまで取り組んできたことをさらに励んでいこうと決めたりした生徒もいることと思

います。将来の理想とする自分に少しでも近づいていってほしいと願っています。 

 さて、一つのことの「プロ」になるために必用な時間を調べた、カナダ人のジャーナリストがいます。その人

が書いた本によると、一流のミュージシャンやアスリート、技術者たちは専門性を高めるために 1万時間を練習

や訓練に費やしていたそうです。1万時間と聞いてどのくらいの長さか想像がつくでしょうか？ 

 例えば、多くの人に感動を与える格好いいギタリストになりたいと思っている生徒がいます。彼は毎日ギター

の練習を３時間したとして、１年間で３（時間）×３６５（日）、１０９５時間。１万時間には約１０年がかか

る計算です。１５歳で始めたとして２５歳から先の人生でずっと、「たくさんの人の心を揺り動かすミュージシ

ャン」になれると考えれば、長い時間とは感じないかもしれません。数値は目安にすぎないし、時間の量だけが

すべてではなく、個人差もあります。 

 それでも、なりたい自分を想像して、そんな自分にたどり着くために行動を積み重ねていくこの考え方は素敵

だと思います。 

「子どもの スマートフォン(スマホ)所持」について 

先日、県内の高校生がスマホの電子決済アプリを使った問題事案に関わっていたという

ことで、大きく報道されました。子どもたちは、犯罪とは知らずに行うことが多く、その

行為により今後、自分がどのようになるのかも想像ができてないことが大いにあります。

また、匿名性を信じ、バレないと思いこみ、容易に犯罪に関わってしまうことも少なくないようです。現在、

携帯電話・スマートフォンの所持率は高く、大手通信社が行った今年２月の調査では、中学 2年生では８割

を越えていたということです。 

本校ではマチコミを使って欠席届や多くの情報のやりとりを行うなど、ＰＣやスマートフォンの利便性 

は言うまでもありません。一方、昨年 12 年ぶりに改訂された生徒指導提要でも「スマートフォンやインタ

ーネットの発達によって教職員の目の行き届かない仮想空間で、不特定多数の人と交流するなど、思春期の

多感な時期にいる中学生や高校生の複雑な心理や人間関係を理解するのは困難を極める」と指摘されてい

ます。 

子供たちが被害者にも加害者にもなりうる可能性があり、たいへん心配されるところです。問題は使い方

であり、管理責任がどこにあるかです。学校でも家庭や地域・関係機関と連携しながら指導していきますが、

「子どもにスマホをもたせるのであれば、保護者と子どもで直接その所持のルール作りや定期的な見直し

をしていくこと」を強くお願いいたします。 
 



 

＜曽於地区中学校総合体育大会 結果＞ 
本校は、８つの競技で曽於地区中学校総合体育大会に出場しました。どの競技も全力で頑張りまし

た。県大会出場権を獲得した部活動、この大会で三年生が引退する部活動とあると思いますが、今ま 

での練習やこの大会で経験したことを今後に活かしてほしいです。 

 卓球     男子団体２位→ 県大会出場(７月 25日(火)～26日(水)：いちき串木野市総合体育館 

           個人３位 牧之瀬 優輝 ５位 髙橋 真翔 → 県大会出場 

        女子団体３位 

 サッカー       ２位→ 県大会出場(7月 25日(火)～27日(木)：県立サッカー場 

 女子ソフトテニス 団体３位                    

          個人３位 宅野 永山ペア→県大会出場(７月 24日(月)～26日(水)：東開コート) 

 男子バスケット    ２位 優秀選手賞 瀨戸口 康介 

 女子バレー      ３位       野球 健闘しましたが･･･準優勝校に惜敗 

剣道    男子 団体４位       弓道 健闘しましたが･･･県大会出場ならず 

曽於市小・中学校連絡会(大隅地区) 

 ５月 24 日(水)に大隅中学校区の小学校６校の先生方 (47 名)・曽於市教育委

員会の先生方(４名)を大隅中に招いて、曽於市小・中学校連絡会(大隅地区)を行

いました。全てのクラスの授業のフリー参観後、３つの分科会(学習指導・生徒指

導・特別支援教育)に分かれて大隅中校区の児童・生徒について話合いをしまし

た。生徒たちは授業に集中して取り組んだり、成長した姿をみせたりすることが

できました。この会を、今後の充実した中学校生活に活かしていきます。 

職場体験学習(3年) 
5月 29日(火)から 3日間、職場体

験学習を行いました。多くの地元の

企業から協力を頂き実施することが

できました。体験後は、表情が変わった生徒も多く、

働くことの意義を実感した様子でした。普段の保護者

のサポートのありがたさにも気づいたことでしょう。 

高校説明会(3年) 

 ６月２日（金）に高校説明会を行いました。４校の

先生方から説明をしていただきました。真剣に聴いて

いた３年生･･･自分の進路をしっかり考えることがで

きたと思います。今後多くの高校で体験入学が実施さ

れます。聴くこと＋体験すること

で自分の進路を決定してほしい

です。そして入学するための権利

を勝ち取るためにベストを尽く

しましょう。当然保護者のサポー

トに感謝しながらですが･･･。 

修学旅行(2年) 

５月 29 日(火)から３日間、修学旅行を実施しまし

た。今年は、長崎(平和学習)、福岡(門司港散策・工場

見学・プロ野球観戦・キッザニア体験)で学習しまし

た。学校での十分な事前学習や準備が充実した学習に

つながりました。校外で普段できない素晴らしい体験

ができました。また、団体行動を通して、時間を守る

ことの大切さ・ホテルでの過ごし方など社会のルール

の再確認や２泊３日をと

もに過ごした級友の大切

さにも気付いた旅行にな

りました。 

宿泊学習(1年) 

天気が悪く、いくつかのプログラムは変更になりま

したが、１泊２日の集団宿泊学習を無事に終えること

ができました。寝食を共にし，様々

な活動をすることで１年生の絆も

深まったはずです。このなかまを

１年間，３年間･･･そして長い人生

で大切にしてほしいです。 

スクールカウンセラー来校日 
新留 巨樹(しんとめ なおき)臨床心理士が，７月 11日（火）に来校されます。生徒や保護者の皆様の様々

な相談に乗ってくださいます。面談を希望される方は，事前に教頭（肱岡：482－0024）までご連絡ください。 

〈 行事予定 〉 
７月の主な行事    

３日 月 弁当の日 １５日 土 県吹奏楽コンクール 

５日 水 合唱コンクール １７日 月 ㊗海の日 

９日 土 
土曜授業 体育大会選手選考 

ＰＴＡミニバレー大会 
２０日 木 

大掃除 終業式 県総体激励式 

応援団結団式 

１１日 火 学校運営協議会 ＳＣ(午前) ２２日 土 水難事故防止運動強調週間(～8/31) 

１３日 木 租税教室(1 年) ２２日 土 県中学校総合体育大会（～28 日） 

１４日 金 県民の日 ２５日 火 県中学校音楽コンクール｢夏の祭典｣ 

＊５日(水)の合唱コンクールは末吉総合センターで行います。 


